
『イグアノドン』 『イグアノドン』 

イグアノドンのすごいところ
白亜紀に生きていたとっても大きな恐竜！
くちばしのような口で葉っぱを食べていたよ
親ゆびが「とげ」になっていて身をまもっていたよ
ふだんは４ほん足、でもときどき２ほん足でもあるけた！
おともだちといっしょにむれでくらしていたよ
からだの長さは約10メートルもあったんだ！
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